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思考力を高めるための授業づくり
一学習材と子どもの考えの可視化を手立てに一
学習開発コース (12220901) 青木めぐみ
本研究では，ユニバーサノレデ、ザインの考え方をもとに子どもの思考力を高められるよう
授業を検討し，実践を行う。子どもが算数科の授業を通し，自分の考えを筋道立てて考え，
説明できる力を育成することを目的とする。思考力の中でも，特に論理的思考力を高めて
いくことに重点を置いた授業づくりに取り組んだ。また，子どもが既習内容と結びつけな
がら論理的思考を深め，数学的な見方や考え方が育成されるような手立てについて検討と
実践を行った。その結果，思考力を高めることに子どもの考えを可視化することや視覚教
材を活用することが有効であることを確認できた。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
平成 20年 2月改訂の小学校学習指導要領にお
いて，これまで以上に基礎的・基本的な知識・技
能の習得とともに，それらを活用する学習活動を
充実させることにより，思考力・判断力・表現力
等の「確かな学力jをはぐくむことを求めている。
文部科学省では，経済協力機構 (OECD)の PISA
調査を受けて平成 17年に「読解力向上プログラ
ムJ及び「読解力向上に関する指導資料Jを発表
した。これを受けて丸山 (2008)は「論理的な思
考活動が行われることで，数学的な見方・考え方
も育てられ，思考力や判断力，表現力等の『確か
な学力』の育成が期待される。」と述べている。さ
らに「論理的な思考力を育てるために， 日ごろの
授業の中で筋道を立てて考える活動を行うことな
ど，算数科においては，数学的な見方や論理的に
考える力，算数的表現力を育てること」が大事で
あるとされている。論理的思考力の育成にあたっ
ては，子ども自身が自らの思考過程を振り返るこ
とであるとし，またその思考過程を表現すること
である。どのように考えたかを説明でき，さらに
それを反省することにより，より的確な表現がで
きるようにしていくことが大切である。この思考
の仕方を子どもが身に付けていくことで思考力を
高めることができると考える。
また，教職専門実習 Iの際に，クラスの児童全
員に「分かる・できるJという感覚を与えられる
ような授業を展開することができずに課題が残っ
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た。現在，通常学級においてすべての子に分かり
やすい授業を提案していくユニバーサルデザイン
を取り入れた授業の実践が広まっている。特別な
支援を要する子どもへの個別な支援に頼ることな
く，一斉授業の中でみんなにとって分かりやすく
楽しく学べるような授業の工夫を考えることによ
って子どもの学びが広がるのではなしゅミと考えたo
f産業教育機器システム便覧J(教育槻号編集委員
会(編入日科技連出版社， 1972)によると、「五
官による知覚の割合は視覚器官が 83%，聴覚が
11%，臭覚3.5%，触覚1.5%，味覚が1.0%，で
ある」としている。これによると視覚からが大半
の情報を占めていることが分かる。
桂 (2012)は，授業をデザインする 3つの要件
として以下のことを挙げている。
①授業を焦点化(シンプルに)する。
引受業を視覚化(ビジュアルに)する。
③授業で共有化(シェア)する。
本研究では，全員が授業に参加しやすい環境を
つくると共に，特に②に重点を置き，学習材の可
視化のみならず，子どもの思考を可視化していく
ことによって，子ども一人ひとりの思考力を高め
ることができるのではなし1かと考え，以下の目的
を設定した。
(2)研究の目的と方法
本研究では，ユニバーサルデザインの視点に着
目しながら子どもの思考力が高まるために学習材
と子どもの考えを可視化して授業づくりを行う。
そのために，以下の視点から授業づくりを行い，
子どもの思考力の高まりについて検討する。
似見覚耕寸の活用
視覚的にわかりやすい耕オを作り，子どもの思
考に沿って操作しながら活用してして。これによ
って学習内容との結びつきが図れるようにする。
②子どもの思考の言語化
子どもの思考を言語化させることによって，子
どもが自分で何をどこまで考えられているのカサ巴
握できるようにする。また，自らの考えを図や言
葉で表したり，またそれを発表することによって
言語活動の充実を図ったり，表現力の育成につな
がると考える。
③論理的思考力を促す指導の工夫
児童が発表場面を通し，自分の考えを他者に伝
わるように話そうとする過程で論理的思考が生ま
れるのではなし1かと考える。ここで，教師が授業
の中で児童の論理的思考力を促すためにどのよう
な手立てがとれるのかを考え実践してし1く。
④既習内容の活用
十分に時間を取って思考する場面を用意し，既
習内容の活用を促す。また，他の児童の発表内容
から既習内容の活用に気づき，自らも活用できる
ようにする。
2 先行研究の検討
(1)論理的思考力について
論理的思考力と は、 後山 (2004) は、 r~筋道立
てて見出す力』であり、『注意深く確かめる力』で
ある。加えて、 自らの考えを『正しく説明する力』
である。Jとしている。また、 「算数科で育成する
論理的思考力は、 数学的な考え方との関連で捉え
ていくことが重要になるJと述べている。算数を
学習していく過程でこの論理的思考力には育成す
るために帰納的な考え方，類推的な考え方，演緯
的な考え方の主に3つを意識した指導をすること
が有効とされている。演緯的な考え方は、 「すでに
正しいことが明らかになっている事柄を基にして
別の新しい事柄が正しいことを説明していくこ
と」 と一般的に定義されており、これより既習内
容の活用が重要となる。したがって，児童が既習
内容を活用し、演緯的な考え方をすることで論理
的思考力を育成することができると考えられる。
(2)可視化について
桂 (2012)は， r指導の工夫とは， ~論理』を授
業の目標にした上で授業を焦点化したり視覚化し
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たり，授業で共有化を図ることである。授業のね
らいや活動を絞ったり，視覚的な手がかりを重視
したり，話し合い活動を組織化したりするjとして
いる。また，坪田 (2012)は、算数科において 「新
しい概念は既念の概念との違いを子どもが具体的
に理解できるような授業によって，深く理解され
ていくjと述べている。また，宇野 (2012)が 「言
葉・図・グラフなどを用いる言語活動もそこに存
在する論理を押さえる必要がある。論理といって
も難しいものではなく，一つ一つのステッブ。にお
ける理由付けで、あるj と述べている。以上から，
学習材の可視化，そして子どもの考えの可視化は
概念や定義を定着するのに有効であると考える。
3 実践と結果(明らかになったこと)
本研究の実践は，教職専門実習Eで配属された
A市内のX小学校で、行った。以下の実践報告は，
上記X小学校において実践した算数科の授業につ
いてのものである。
第5学年「面積」の単元において実蹴受業を実
施した。全13時間の内， 5時間の授業実践を行っ
た。内容は， 面積について等積変形の考え方を活
かしたり、既習内容を活用したりして面積の求め
方を考えていくことである。
表1.単元計画
時数 課題と主な学習内容(. ) 
1時間目 三角形の面積の求め方を考えよう。
-既習内容を活用して三角形の面積の求め方を
考え， 一人ひとりでまとめる。
2時間目 色 な々求め方から、 三角形の面積を求める公式
を考えよう。
. 1時間目でまとめた考えを発表し，考え方を
もとに三角形の面積を求める公式を導き出
す。
3時間目 2つの三角形の面積を工夫して比べ、どちらが
大きいか考えよう。
-底辺と高さの同じ三角形2つの面積の求め方
をまとめ，発表する。
4時間目 腕摘さを完壁におさえて、 三角形の面積引
求められるようにしよう。
-練習問題を通し，底辺に対し高さが垂直の関
係であることを定着させる。
5時間自 ニ角形の面積の公式を使ってブー メラン形の
面積を求めよう。
-三角形の面積の公式や性質を活用してブー メ
ラン形の面積の求め方をまとめ，発表する。
(1)プリントの解法パターン
単元の2時間目の授業では，次のような解法が
見られた。①平行四辺形を作り求積した児童は，
既習内容を活用して考えられていた。②三角形を
自分で、区切って移動させ，長方形や正方形を作り
求積した児童は，等積変形の考え方に重点を置い
て求めることが分かる。③三角形の高さを半分に
して長方形に変形して求めた児童は，等積変形と
既習内容の活用の両方の視点から考えることがで
きていると言える。
また，発表用シートを黒板に掲示することによ
って，自分のイメージだけでなく，友達の様々な
思考の流れを視覚的に理解しやすくなったO 例え
ば， A児が三角形の面積の求め方を既習事項の長
方形の面積の公式を活用してA児なりに演緯的な
論理的思考をしようとしていたことが分かる(図
1)。発表の順序を工夫し，子どもの思考の流れに
沿って授業構成をすることで理解が図られた。 B
児の説明(図 2)を受け，他の児童たちはA児の
考えを理解し，児童の思考の流れに沿って公式ま
でたどり着くことがで、きた(表2)。
図1.A児の演緯的な論理的思考を表す発表用シート
図2.B児の演緯的な論理的思考を表す発表用シート
表2. A児の発表場面
A 児:まず，底辺×高さをすると長方形が求め
られる。長方形の半分の面積が三角形の
面積だ、ったので，長方形を2で割って面
積が7X7-'o2で14CIrlになったO
CC:これの方がやりやすい。
T:Aさんに何か質問ある人いますヵ、
CC:ない。わかりやすい。
(2) C児， D児について
筆者が教職専門実習Eで配属された学級には自
閉症だと思われる C児と D児が在籍していた。 C
児は授業に参加できないことが多く， D児には波
はあり，南街南も多いという実態がある。
本授業で2人には次のような姿が見られた。
①図形を苦手とするD児は意欲的に活動に取り
組んでおり，何パターンも求め方を考えたり，発
表場面においても黒板に貼られている発表用シー
トと発表者を見ながら再出南することなく集中して
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取り組んだりできたのである。授業後の自己評価
も高く，自己有能感が高められ，学習意欲の向上
につながっていた。
②C児は，毎時間ではないが，教師の言葉掛け
や指示を受け活動に取り組む姿が見られた。
単元5時間目の授業では，自ら挙手して，前に出
てみんなに発表する場面もあり，変化が見られた。
③視覚や運動感覚を使った作業活動を通して，
2名の児童はとても意欲的に取り組めた。
(3)視覚耕寸の活用について
単元の3時間目では，底辺に対して高さが平行
線上にあれば，そこのどこに高さをとっても面積
は同じになることについて，概念の理解を図った。
見た目はちがうが，高さが同じことによって面積
は同じになることの意外性を子どもが視覚的に捉
え，自らの新しい気付きが生まれるよう工夫を試
みた。その視覚教材が，図3のような，コルクボ
ードに画びょうをさし，三角形を輪ゴムで作り，
画びょうの位置を変えてゴムを動かしたくさんの
三角形を作るものである。それを操作することに
よって特に図形の苦手な子ど、もたちに図形の性質
を感覚的に捉えることにより，抵抗を少なく学習
に取り組むことができるのではなしゅ吃考えた。
授業後の児童の振り返りや授業後の発言では，視
覚耕オが子どもの思考を促したことも幅恋された。
図3.視覚教材1(三角形の高さの説明)
図4.視覚教材I (ブーメラン形の高さの説明)
4 考察
(1)既習内容について
既習内容との結びつきを考えると，子どもたち
は過去に戻って自分の経験を基に知識を活用し，
まだ、習っていない三角形や応用したブーメラン形
(図 4)の図形の求積も求めることができた。発
表の機会を同じ形式で3回行った結果，既習内容
を活用して考える児童が増えていった。友達の発
表を聞いて，考えの幅も広がり，子どもの思考力
も徐々に育成されたと考えられる。
(2)論理的思考について
児童から出た考えをパターンごとに分類し，ま
ずは整理し，次にそれについて論理的な思考の流
れを作れるよう授業を構成していく必要がある。
3 (1)に示したように， B児の演鐸的な論理展開
からA児の考えへとつなげ，面積の公式まで導け
ると考えた。自然な流れで思考を止めることなく，
演鐸的な論理展開が理解でき，子どもたちは分か
りやすさを感じることができたのである。
(3)視覚桝について
児童の考えを可視化することで，相手に伝えよ
うとする気持ちが生まれ，その結果，筋道を立て
論理的に考えることにつながっていた。また，発
表シートを使った発表は，自分の考えや友達の考
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えを可視化させ，思考の深まりに有効で、あった。
さらに，コルクボード，輪ゴム，画びょうで作
った視覚耕オの活用は，これまで、の既習内容をつ
なげ，概念形成を促進することが分かった。児童
から「分かりやすしリ「楽ししリなどの感想があっ
た反面，画びょうが輪ゴムを支えきれなく， 壊れ
やすいことやそれを授業後に形として残しておく
ことが難しいなどという点などが課題である。
5 到達点と課題
(1)到達点
視覚耕才を活用することで，子どもの発想、を広
げることができた。また，思考を目で見える形で
言語化することによって思考の整理や思考の流れ
の明確につながることが分かった。これより耕オ
と子どもの思考の可視化は，論理的に説明するた
めの手立てとなり 3 発表を通して思考力や説明す
る力を育成することにつながると考える。また，
可視化はすべての児童の学習意欲を向上させたり，
理解を促したりすることも明らかになった。
(2)評題
論理的に思考するような授業の構成，授業にお
ける具体的な教師の支援，視覚耕オのさらなる改
善と活用方法については，今後も検討を要する。
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